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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体の少なくとも一方の面に粘着剤層を備える貼付製剤であって、
　該粘着剤層が、
　（ａ）（メタ）アクリル酸アルキルエステルの１種または２種以上の単量体と、（ｂ）
Ｎ－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリルアミドの１種または２種以上の単量体と、（ｃ
）窒素原子を含む複素環を有するビニル系単量体とを含有する単量体成分を共重合してな
るアクリル系共重合体と、経皮的に投与可能な塩基性薬物とを含み、
　該単量体成分の全量に対する（ａ）（メタ）アクリル酸アルキルエステル単量体の含有
量が５０重量％～９０重量％であり、（ｂ）Ｎ－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリルア
ミド単量体の含有量が１重量％～２０重量％であり、かつ、
　該単量体成分がカルボキシル基を有する単量体を実質的に含有しない、
　貼付製剤。
【請求項２】
　前記（ｃ）ビニル系単量体の含有量が、単量体成分の全量に対し、１重量％～４０重量
％である、請求項１に記載の貼付製剤。
【請求項３】
　前記粘着剤層が、有機液状成分をさらに含む、請求項１または２に記載の貼付製剤。
【請求項４】
　前記粘着剤層が、架橋されている、請求項１から３のいずれかに記載の貼付製剤。
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【請求項５】
　前記粘着剤層のゲル分率が、５０重量％～９５重量％である、請求項４に記載の貼付製
剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚の保護、薬物の経皮投与等のために用いる貼付剤および貼付製剤に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の保護、薬物の経皮投与等の目的で皮膚に貼付して用いる貼付剤および貼付製剤に
は、皮膚に貼付する際には充分な粘着性を示し、使用後には皮膚表面を汚染する（例えば
、糊残りやベタツキなどを生じる）ことなく剥離除去できることが求められる。また、貼
付剤および貼付製剤は、皮膚に対し低刺激性であることが望ましい。
【０００３】
　特許文献１には、（メタ）アクリル酸アルキルエステルまたは該エステルと（メタ）ア
クリル酸アルコキシアルキルエステルとの混合物と、カルボキシル基および／またはヒド
ロキシル基を含有する単量体との共重合体の架橋体を粘着剤層に含む貼付剤が開示されて
いる。しかし、上記貼付剤における粘着剤層は、カルボキシル基を有する共重合体を含有
することから、薬物のような有効成分と、カルボキシル基との反応性を考慮する必要があ
る。
【０００４】
　また、特許文献２には、（メタ）アクリル酸アルキルエステルと、当該（メタ）アクリ
ル酸アルキルエステルと共重合可能であり、かつカルボキシル基およびスルホ基のいずれ
も含有しない単量体とを重合して得られるアクリル系粘着剤を用いた貼付剤が開示されて
いる。さらに、同文献の貼付剤は、その粘着剤層が有機液状成分を含み、また架橋され得
るものである。上記貼付剤は、剥離時に糊残りを生じないような十分な凝集力を有しつつ
も、皮膚への刺激が少なく、ソフト感を有すると述べられている。しかし、特許文献２に
開示された、カルボキシル基およびスルホ基を有しない粘着剤は、長時間皮膚面に貼付し
たり、動きの大きい皮膚面に貼付した場合には、皮膚から剥離することがあり、さらなる
接着特性の改良が望まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平４－１５０８６５号公報
【特許文献２】特開２００３－３１３１２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記に鑑み、本発明は、次の特性を有する貼付剤または貼付製剤を提供することを課題
とする。
（Ａ）粘着剤層に薬物などを含有させた場合にも、そのような成分との反応による変性等
を抑制することが可能である。
（Ｂ）十分な凝集力を有し、剥離時に糊残りを生じない。
（Ｃ）皮膚への接着性がよいが、皮膚に対する刺激か少なく、ソフトな貼付感を有する。
（Ｄ）皮膚の保護、薬物の経皮投与等の目的に特に適するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、鋭意検討した結果、本発明者らは、貼付剤等の粘着剤層を
形成する組成物として、（メタ）アクリル酸アルキルエステルの１種または２種以上の単



(3) JP 5665116 B2 2015.2.4

10

20

30

40

量体と、Ｎ－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリルアミドの１種または２種以上の単量体
とを含有し、かつカルボキシル基を有する単量体を実質的に含有しない単量体成分を共重
合してなるアクリル系共重合体を含む粘着剤を用いることにより、上記（Ａ）～（Ｄ）の
特性をすべて満足する貼付剤等が得られることを見いだした。
【０００８】
　本発明の貼付剤は、支持体の少なくとも一方の面に粘着剤層を備える貼付剤であって、
該粘着剤層が、（ａ）（メタ）アクリル酸アルキルエステルの１種または２種以上の単量
体と、（ｂ）Ｎ－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリルアミドの１種または２種以上の単
量体とを含有する単量体成分を共重合してなるアクリル系共重合体を含み、該単量体成分
の全量に対する（ａ）（メタ）アクリル酸アルキルエステル単量体の含有量が５０重量％
～９０重量％であり、（ｂ）Ｎ－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリルアミド単量体の含
有量が１重量％～２０重量％であり、かつ、該単量体成分がカルボキシル基を有する単量
体を実質的に含有しない。
　好ましい実施形態においては、上記アクリル系共重合体が、（ｃ）ビニル系単量体をさ
らに含有する単量体成分を共重合してなる。
　好ましい実施形態においては、上記（ｃ）ビニル系単量体の含有量が、単量体成分の全
量に対し、１重量％～４０重量％である。
　好ましい実施形態においては、上記粘着剤層が、有機液状成分をさらに含む。
　好ましい実施形態においては、上記粘着剤層が、架橋されている。
　本発明の別の局面によれば貼付製剤が提供される。この貼付製剤は、上記貼付剤におい
て、経皮的に投与可能な薬物を粘着剤層に含有してなる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の貼付剤および貼付製剤においては、その粘着剤層に薬物などの有効成分を含有
させた場合、上記有効成分と粘着剤層中の官能基とが反応して生じる上記有効成分の変性
、粘着剤層における移動阻害等を抑制することができる。また、本発明の貼付剤および貼
付製剤は、十分な凝集力を有し、剥離時に糊残りを生じないとともに、皮膚への接着力が
良好であるが、皮膚に対する刺激が少なく、ソフトな貼付感を有する。従って、皮膚の保
護等に用いる貼付剤、または薬物の経皮投与に用いる貼付製剤として、特に適するもので
ある。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例３および比較例４の貼付製剤について、プラミペキソールの皮膚
透過性を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の貼付剤は、支持体の少なくとも一方の面に粘着剤層を有し、上記粘着剤層は、
（ａ）（メタ）アクリル酸アルキルエステルの１種または２種以上の単量体と、（ｂ）Ｎ
－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリルアミドの１種または２種以上の単量体とを含有す
る単量体成分を共重合してなるアクリル系共重合体を含有する粘着剤を含む。
【００１２】
　上記（メタ）アクリル酸アルキルエステル（単量体（ａ））は、代表的には下記式（Ｉ
）で示される。
【００１３】
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【化１】

【００１４】
　式中、Ｒ１は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ２はアルキル基を示す。アルキル基と
しては、炭素数が４～１８のアルキル基が好ましい。貼付剤等として用いるべく良好な接
着性（タック）を得るには、ガラス転移温度の低い粘着剤を得る必要があるが、アルキル
基の炭素数が４～１８である場合、充分に低いガラス転移温度を有する粘着剤を得ること
が容易となる。
【００１５】
　上記の（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、例えば、ｎ－ブチル、ｎ－ペン
チル、ｎ－へキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、ｎ－ノニル、ｎ－デシル、ｎ－ウン
デシル、ｎ－ドデシル、ｎ－トリデシル等の直鎖アルキル基、イソブチル、イソペンチル
、イソヘキシル、イソオクエチル、２－エチルヘキシル等の分岐鎖アルキル基、シクロペ
ンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチル等の環状アルキル基などを有する（メタ）アク
リル酸アルキルエステルが挙げられ、これらは１種を単独で用いてもよいし、２種以上を
併用してもよい。
【００１６】
　上記エステルのうちでも、常温で粘着性を与えるためにガラス転移温度を低下させる単
量体成分の使用が好適であり、式（Ｉ）中、Ｒ２で示されるアルキル基の炭素数が４～１
２である（メタ）アクリル酸アルキルエステルがより好ましい。具体的には、アクリル酸
ブチル、メタクリル酸ブチル、アクリル酸２－エチルヘキシル、メタクリル酸２－エチル
ヘキシル、アクリル酸シクロへキシル、メタクリル酸シクロへキシルなどが好ましく、ア
クリル酸２－エチルヘキシルが最も好ましい。重合させた場合に充分に低いガラス転移温
度（－７０℃）を有する重合体が得られ、しかも入手が容易だからである。
【００１７】
　本発明で使用する上記単量体（ａ）は、それにより形成されるホモ重合体のガラス転移
温度が好ましくは－８０℃～－４０℃、特に好ましくは－７０℃～－５０℃となるように
選択することが好ましい。
【００１８】
　上記単量体（ａ）の含有量は、単量体成分の全量に対して、５０重量％以上である。単
量体（ａ）の含有量が５０重量％以上であると、粘着剤として用いる際の接着性（タック
）が良好である。また、より良好なタックを得るためには、単量体（ａ）の含有量は６０
重量％以上であることが好ましい。一方、上記単量体成分における単量体（ａ）の含有量
が多過ぎると、得られる共重合体の物性が上記単量体（ａ）のホモ重合体の物性に近くな
り、粘着剤として適切な物性が得られにくくなる傾向がある。従って、単量体（ａ）の含
有量は、単量体成分の全量に対し、９０重量％以下であり、好ましくは８０重量％以下、
より好ましくは７５重量％以下である。
【００１９】
　上記Ｎ－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリルアミド（単量体（ｂ））は、代表的には
下記式（ＩＩ）で表される。
【００２０】
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【化２】

【００２１】
［式中、Ｒ３は水素原子またはメチル基を示し、Ｒ４はヒドロキシアルキル基を示す。］
【００２２】
　式（ＩＩ）において、上記ヒドロキシアルキル基としては、炭素数２～４のヒドロキシ
アルキル基が好ましい。上記ヒドロキシアルキル基におけるアルキル基は、直鎖状であっ
てもよく、分岐を有していてもよい。式（ＩＩ）で表されるＮ－ヒドロキシアルキル（メ
タ）アクリルアミドとしては、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アクリルアミド、Ｎ－（２
－ヒドロキシエチル）メタクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）アクリルアミ
ド、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）メタクリルアミド、Ｎ－（１－ヒドロキシプロピル
）アクリルアミド、Ｎ－（１－ヒドロキシプロピル）メタクリルアミド、Ｎ－（３－ヒド
ロキシプロピル）アクリルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）メタクリルアミド、
Ｎ－（２－ヒドロキシブチル）アクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシブチル）メタクリ
ルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシブチル）アクリルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシブチル
）メタクリルアミド、Ｎ－（４－ヒドロキシブチル）アクリルアミド、Ｎ－（４－ヒドロ
キシブチル）メタクリルアミド等が挙げられる。これらは単独で用いてもよく、２種以上
を併用してもよい。本発明における好ましい単量体（ｂ）としては、Ｎ－（２－ヒドロキ
シエチル）アクリルアミドおよびＮ－（２－ヒドロキシエチル）メタクリルアミドが挙げ
られる。特に好ましい単量体（ｂ）としては、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アクリルア
ミド（ＨＥＡＡ）が挙げられる。親水性と疎水性とのバランスがよく、粘着性のバランス
に優れた粘着剤層を形成し得るからである。例えば、単量体（ｂ）の好ましくは５０質量
％以上、より好ましくは７０質量％以上、さらに好ましくは実質的にすべてがＨＥＡＡで
ある。
【００２３】
　上記単量体（ｂ）は、その分子間の相互作用によって、粘着剤の凝集性向上に寄与し得
る。本発明においては、単量体（ｂ）の含有量は、単量体成分の全重量に対し、１重量％
～２０重量％である。単量体（ｂ）の含有量が１重量％以上である場合、凝集力の十分な
粘着剤が得られ、皮膚の動きによって貼付剤端面より外側に糊のはみ出しが発生して、衣
服等の汚染を生じたり、剥離時に皮膚への糊残りを生じたりするおそれがない。一方、単
量体（ｂ）の含有量が２０重量％を超えると、タックが低下し、皮膚のように表面が粗く
伸縮性のある被着体では、貼付剤の浮きや端部の剥離などを引き起こす場合がある。
【００２４】
　本発明の好ましい一態様においては、単量体（ｂ）の含有量は、単量体成分の全量に対
し、２重量％～２０重量％であり、より好ましくは３重量％～１５重量％であり、特に好
ましくは３重量％～１２重量％である。このような割合で単量体（ｂ）を含む単量体成分
より得られるアクリル系共重合体を含む粘着剤を用いることにより、例えば、共重合に供
する単量体成分が、単量体（ｂ）以外には、酸素以外のヘテロ原子（窒素、硫黄等）を有
する単量体を実質的に含有しない場合においても、皮膚面に接着した際に、より良好な凝
集力および接着力を示す貼付剤が得られる。本明細書において、「ヘテロ原子を有する単
量体を実質的に含有しない」とは、ヘテロ原子を有する単量体を全く含有しない場合のみ
ならず、あるいはその含有量が単量体成分の全量に対して０．１重量％以下である場合を
包含する。
【００２５】
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　アクリル系共重合体を調製する際の単量体（ａ）と単量体（ｂ）との重量比（（ａ）：
（ｂ））は、例えば、９９．９：０．１～７１：２９であり、好ましくは９９：１～７５
：２５であり、より好ましくは９８：２～８０：２０であり、さらに好ましくは９７：３
～８５：１５である。重量比（（ａ）：（ｂ））がこのような範囲であれば、例えば、共
重合に供する単量体成分が、単量体（ｂ）以外には、酸素以外のヘテロ原子（窒素、硫黄
等）を有する単量体を実質的に含有しない（例えば、共重合に供する単量体成分が実質的
に単量体（ａ）および単量体（ｂ）のみからなる）場合においても、皮膚面に接着した際
に、より良好な凝集力および接着力を有する貼付剤が得られる。
【００２６】
　上記単量体（ａ）と単量体（ｂ）との合計の含有量は、単量体成分の全重量に対し、好
ましくは約６０重量％以上であり、より好ましくは８０重量％以上であり、さらに好まし
くは９０重量％以上であり、特に好ましくは９５重量％である。本発明の好ましい一態様
において、貼付剤の粘着剤層を形成する粘着剤は、実質的に単量体（ａ）および単量体（
ｂ）のみを共重合させてなるアクリル系共重合体（すなわち、単量体（ａ）と単量体（ｂ
）との合計の含有量が、全単量体成分に対し実質的に１００重量％である）を含む。かか
る粘着剤によれば、単純な組成でありながら、皮膚面に接着した際の凝集力および接着力
が良好な貼付剤を得ることができる。
【００２７】
　本発明においては、上記共重合に供する単量体成分は、カルボキシル基を有する単量体
を実質的に含有しないことを特徴とする。ここで「カルボキシル基を有する単量体」とし
ては、代表的には、一分子内に少なくとも一つのカルボキシル基（無水物を形成した形態
であってもよい）を有するエチレン性不飽和単量体（代表的には、ビニル系単量体）が挙
げられる。かかるカルボキシル基を有する単量体としては、（メタ）アクリル酸、クロト
ン酸等のエチレン性不飽和モノカルボン酸；マレイン酸、イタコン酸、シトラコン酸等の
エチレン性不飽和ジカルボン酸；無水マレイン酸、無水イタコン酸等のエチレン性不飽和
ジカルボン酸の無水物などが挙げられる。なお、本明細書において「単量体成分がカルボ
キシル基を有する単量体を実質的に含有しない」とは、共重合に供する単量体成分がカル
ボキシル基を有する単量体を全く含有しない場合のみならず、その含有量が単量体成分の
全量に対し０．１重量％以下である場合を包含する。
【００２８】
　さらに本発明においては、上記共重合に供する単量体成分は、カルボキシル基を有する
単量体を実質的に含有しないのみならず、カルボキシル基以外の酸性基（スルホ基、リン
酸基等）を有する単量体についても、実質的に含有しないことが好ましい。すなわち、上
記単量体成分は、好ましくは、カルボキシル基を有する単量体とその他の酸性基を有する
単量体とを全く含有しないか、単量体成分の全量に対してこれらの単量体を０．１重量％
以下で含有する。上記単量体を共重合させてなる共重合体を含む粘着剤を用いて形成され
た粘着剤層に、薬物などの医療用有効成分を含有させた場合、上記有効成分の上記カルボ
キシル基等との反応による変性、粘着剤層における移動阻害等を未然に防ぐことができる
。
【００２９】
　本発明においては、アクリル系共重合体を形成するための上記単量体成分には、上記の
単量体（ａ）および単量体（ｂ）に加えて、これらの単量体と共重合可能な（ｃ）ビニル
系単量体を含有させることができる。単量体（ｃ）を加えることにより、貼付剤および貼
付製剤の粘着力および凝集力を調整し、また薬物の溶解性および放出性を調整することが
できる。
【００３０】
　本発明において、共重合に供する単量体成分に単量体（ｃ）を含有させる場合、その含
有量は単量体成分の全量に対して、好ましくは４０重量％以下であり、より好ましくは１
重量％～４０重量％であり、さらに好ましくは１重量％～３５重量％であり、特に好まし
くは５重量％～３０重量％である。単量体（ｃ）の含有量が１重量％以上であると、単量
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体（ｃ）を含有させることによる効果が十分に発揮される。また、単量体（ｃ）の含有量
が４０重量％を超えると、得られる添付剤および貼付製剤のタックや粘着力が低下する場
合がある。
【００３１】
　（ｃ）のビニル系単量体としては、メチルビニルエーテル、エチルビニルエーテル等の
ビニルエーテル類；Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、１－ビニルカプロラクタム、２－ビニ
ル－２－ピペリドン、１－ビニルイミダゾール等の窒素原子を含む複素環を有するビニル
系単量体を用いることができる。これらは１種を単独で用いてもよいし、２種以上を併用
してもよい。なお、上記ビニル系単量体の中では、窒素原子を含む複素環を有するビニル
系単量体を用いることが好ましい。
【００３２】
　本発明において、上記組成の単量体成分よりアクリル系共重合体を得るための重合方法
は特に限定されず、任意の適切な重合方法を適宜採用し得る。例えば、熱重合開始剤を用
いて行う重合方法（溶液重合法、乳化重合法、塊状重合法等の熱重合法）；光や放射線等
の活性エネルギー線（高エネルギー線ともいう）を照射して行う重合方法などを採用する
ことができる。
【００３３】
　上記の重合方法のうち、溶液重合法を好ましく採用することができる。作業性や品質安
定性等に優れるからである。該溶液重合の態様は特に限定されず、任意の適切な態様が採
用され得る。具体的には、任意の適切な単量体供給方法、重合条件（重合温度、重合時間
、重合圧力等）、使用材料（重合開始剤、界面活性剤等）を採用することができる。上記
単量体供給方法としては、単量体成分の全量を一度に反応容器に供給する一括仕込み方式
、連続供給（滴下）方式、分割供給（滴下）方式等のいずれをも採用することができる。
好ましい一態様として、単量体成分の全量および開始剤を溶媒に溶かした溶液を反応容器
内に供給し、該単量体成分を一括して重合させる態様（一括重合）が例示される。このよ
うな一括重合は、重合操作および工程管理が容易であるので好ましい。他の好ましい一態
様としては、反応容器内に開始剤（典型的には開始剤を溶媒に溶かした溶液）を用意し、
単量体成分を溶媒に溶かした溶液を該反応容器に滴下しながら重合させる態様（滴下重合
または連続重合）が例示される。単量体成分の一部（一部の成分および／または一部の分
量）を、典型的には溶媒とともに反応容器内に入れ、その反応容器に残りの単量体成分を
滴下してもよい。単量体（ｂ）を１５質量％以上含む単量体成分を重合させる場合には、
重合反応を均一に進行させやすいという観点から、滴下重合を用いることがより好ましい
。
【００３４】
　熱重合開始剤としては、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス
－２－メチルブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオン酸）ジメチル
、４，４’－アゾビス－４－シアノバレリアン酸、アゾビスイソバレロニトリル、２，２
’－アゾビス（２－アミジノプロパン）ジヒドロクロライド、２，２’－アゾビス［２－
（５－メチル－２－イミダゾリン－２－イル）プロパン］ジヒドロクロライド、２，２’
－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン）二硫酸塩、２，２’－アゾビス（Ｎ，Ｎ’
－ジメチレンイソブチルアミジン）ジヒドロクロライド、２，２’－アゾビス［Ｎ－（２
－カルボキシエチル）－２－メチルプロピオンアミジン］ハイドレート等のアゾ系化合物
（アゾ系開始剤）；過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム等の過硫酸塩；ジベンゾイルペ
ルオキシド、ｔｅｒｔ－ブチルペルマレエート、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、過
酸化水素等の過酸化物（過酸化物系開始剤）；フェニル置換エタン等の置換エタン系開始
剤；過硫酸塩と亜硫酸水素ナトリウムとの混合剤、過酸化物とアスコルビン酸ナトリウム
との混合剤等のレドックス系開始剤などが挙げられる。単量体成分を熱重合法により重合
させる場合は、重合温度は、好ましくは約２０℃～約１００℃であり、さらに好ましくは
約４０℃～約８０℃である。
【００３５】
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　光（典型的には紫外線）を照射して行う重合方法は、典型的には光重合開始剤を使用し
て行われる。該光重合開始剤は特に制限されず、例えば、ケタール系光重合開始剤、アセ
トフェノン系光重合開始剤、ベンゾインエーテル系光重合開始剤、アシルホスフィンオキ
サイド系光重合開始剤、α－ケトール系光重合開始剤、芳香族スルホニルクロリド系光重
合開始剤、光活性オキシム系光重合開始剤、ベンゾイン系光重合開始剤、ベンジル系光重
合開始剤、ベンゾフェノン系光重合開始剤、チオキサントン系光重合開始剤等を用いるこ
とができる。このような光重合開始剤は、１種を単独で用いてもよく、また２種以上を組
み合わせて使用することもできる。
【００３６】
　ケタール系光重合開始剤としては、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－
１－オン［例えば、商品名「イルガキュア６５１」（チバ・ジャパン社製）］等が挙げら
れる。アセトフェノン系光重合開始剤としては、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニル
ケトン［例えば、商品名「イルガキュア１８４」（チバ・ジャパン社製）］、２，２－ジ
エトキシアセトフェノン、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン、４－フェ
ノキシジクロロアセトフェノン、４－（ｔ－ブチル）ジクロロアセトフェノン等が挙げら
れる。ベンゾインエーテル系光重合開始剤としては、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾ
インエチルエーテル、ベンゾインプロピルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、
ベンゾインイソブチルエーテル等が挙げられる。アシルホスフィンオキサイド系光重合開
始剤としては、例えば、商品名「ルシリンＴＰＯ」（ＢＡＳＦ社製）等を使用することが
できる。α－ケトール系光重合開始剤としては、２－メチル－２－ヒドロキシプロピオフ
ェノン、１－［４－（２－ヒドロキシエチル）フェニル］－２－メチルプロパン－１－オ
ン等が挙げられる。芳香族スルホニルクロリド系光重合開始剤としては、２－ナフタレン
スルホニルクロライド等が挙げられる。光活性オキシム系光重合開始剤としては、１－フ
ェニル－１，１－プロパンジオン－２－（ｏ－エトキシカルボニル）－オキシム等が挙げ
られる。ベンゾイン系光重合開始剤としてはベンゾインが挙げられる。ベンジル系光重合
開始剤としてはベンジルが挙げられる。ベンゾフェノン系光重合開始剤としては、ベンゾ
フェノン、ベンゾイル安息香酸、３，３’－ジメチル－４－メトキシベンゾフェノン、ポ
リビニルベンゾフェノン、α－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン等が挙げられる
。チオキサントン系光重合開始剤としては、チオキサントン、２－クロロチオキサントン
、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、イソプロピルチオキサ
ントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、ドデシルチオキサントン等が挙げられ
る。
【００３７】
　上記の重合開始剤の使用量は特に限定されない。例えば、重合開始剤の使用量は、単量
体成分の全量１００重量部に対して、好ましくは約０．０１重量部～約２重量部、より好
ましくは約０．０１重量部～約１重量部である。
【００３８】
　本発明においては、支持体の少なくとも一方の面に、上記アクリル系共重合体を含む組
成物（以下、粘着剤層を形成する組成物、または粘着剤ともいう）により、粘着剤層を形
成して貼付剤とする。
【００３９】
　本発明においては、所望により、上記アクリル系共重合体を含む粘着剤層を形成する組
成物に、紫外線照射、電子線照射等の放射線照射などによる物理的架橋処理、または各種
架橋剤を用いた化学的架橋処理を施してもよい。上記架橋剤としては、任意の適切な架橋
剤を適宜選択し得る。例えば、イソシアネート系化合物（イソシアネート系架橋剤）、エ
ポキシ系架橋剤、アジリジン系架橋剤、メラミン系架橋剤、過酸化物系架橋剤、オキサゾ
リン系架橋剤、尿素系架橋剤、アミノ系架橋剤、カルボジイミド系架橋剤、カップリング
剤系架橋剤（例えばシランカップリング剤）等を用いることができる。これらのうち１種
を単独で使用してもよく、２種以上を併用してもよい。かかる架橋剤を用いて粘着剤層を
架橋（硬化）させることにより、粘着剤層に適度な凝集力および粘着力を付与するととも
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に、該粘着剤層の皮膚剥離時の糊残りを低減することができる。本発明において、粘着剤
層の架橋に用いる架橋剤の添加量は、１００重量部のアクリル系共重合体に対し、好まし
くは約０．０１重量部～約５重量部であり、さらに好ましくは約０．０１重量部～約２重
量部である。
【００４０】
　上記架橋剤によって架橋された粘着剤層のゲル分率は、５０重量％～９５重量％である
ことが好ましく、６０重量％～９２重量％であることがより好ましい。粘着剤層のゲル分
率が５０重量％～９５重量％である場合、粘着剤層に充分な凝集力が付与され、貼付剤の
剥離時に、凝集破壊に起因する糊残りや強い皮膚刺激が発現するおそれがない。ただし、
粘着剤層のゲル分率が９５重量％を超えると、粘着剤層の凝集力は大きくなるが、充分な
皮膚粘着力が得られなくなることがある。
【００４１】
　なお、上記の「ゲル分率」とは、粘着剤層を酢酸エチル等の有機溶媒に浸漬したときに
得られる不溶分の重量の、粘着剤層の架橋に関与する成分の総重量に対する比率を意味す
る。ゲル分率は、粘着剤層を、酢酸エチル等の有機溶媒に常温（２３℃）にて所定期間浸
漬して得られる不溶分の重量により、次式を用いて求めることができる。
　ゲル分率（重量％）＝（Ｗ２×１００）／（Ｗ１×Ａ／Ｂ）
　　Ａ：重合体及び架橋剤の重量
　　Ｂ：粘着剤層構成成分の総重量
　　Ｗ１：試料とした粘着剤層の重量
　　Ｗ２：試料とした粘着剤層を有機溶媒に浸漬して得られる不溶分の重量
【００４２】
　本発明の貼付剤においては、粘着剤層を形成する組成物には、上記アクリル系共重合体
に対し相溶性を有する有機液状成分をさらに含有し得る。有機液状成分は、粘着剤層を可
塑化させてソフト感を付与することができる。その結果、上記アクリル系共重合体を含む
粘着剤を粘着剤層として用いた場合、粘着テープ、経皮吸収型製剤などの貼付剤または貼
付製剤を皮膚から剥離する際に、皮膚接着力に起因して生じる痛みや皮膚刺激性を低減さ
せ得る。従って有機液状成分としては、可塑化作用を有するものであれば、特に制限なく
用いることができる。なお、粘着剤層に薬物を含有させる場合には、経皮吸収性を向上さ
せるため、吸収促進作用を有するものを用いることが好ましい。
【００４３】
　上記有機液状成分としては、オリーブ油、ヒマシ油、パーム油等の植物性油脂；ラノリ
ン等の動物性油脂；ジメチルデシルスルホキシド、メチルオクチルスルホキシド、ジメチ
ルスルホキシド、ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、ジメチルラウリルアミ
ド、メチルピロリドン、ドデシルピロリドン等の有機溶剤、ポリオキシエチレンソルビタ
ン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル等の
液状の界面活性剤；アジピン酸ジイソプロピル、フタル酸エステル、セバシン酸ジエチル
等の可塑剤；スクワラン、流動パラフィン等の炭化水素；オレイン酸エチル、パルミチン
酸イソプロピル、パルミチン酸オクチル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸イソ
トリデシル、ラウリン酸エチル等の脂肪酸アルキルエステル；グリセリン脂肪酸エステル
、プロピレングリコール脂肪酸エステル等の多価アルコールの脂肪酸エステル；エトキシ
化ステアリルアルコール；ピロリドンカルボン酸脂肪酸エステルなどが挙げられる。これ
らはいずれか１種を単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００４４】
　本発明において、上記有機液状成分は、アクリル系共重合体に対し、好ましくは１：０
．１～２、皮膚刺激性の観点から、より好ましくは１：０．４～２の重量比で含有させ得
る。なお、粘着物性を損なわない範囲で、有機液状成分をなるべく多く含有させることが
好ましい。
【００４５】
　また、本発明において、粘着剤層の形成に用いる組成物には、本発明の特徴を損なわな
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い範囲で、任意の他の成分をさらに含有し得る。このような任意成分としては、例えば、
アスコルビン酸、酢酸トコフェロール、天然ビタミンＥ、ジブチルヒドロキシトルエン、
ブチルヒドロキシアニソール等の酸化防止剤、２，６－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフ
ェノール等のアミン－ケトン系老化防止剤、Ｎ，Ｎ’－ジ－２－ナフチル－ｐ－フェニレ
ンジアミン等の芳香族第２級アミン系老化防止剤、２，２，４－トリメチル－１，２－ジ
ヒドロキノリン重合体等のモノフェノール系老化防止剤、２，２’－メチレンビス（４－
エチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）等のビスフェノール系老化防止剤、２，５－
ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキノン等のポリフェノール系老化防止剤、カオリン、含水二酸化
ケイ素、酸化亜鉛、アクリル酸デンプン１０００などの充填剤、プロピレングリコール、
ポリブテン、マクロゴール１５００等の軟化剤、安息香酸、安息香酸ナトリウム、塩酸ク
ロルヘキシジン、ソルビン酸、パラオキシ安息香酸メチル、パラオキシ安息香酸ブチル等
の防腐剤、黄酸化鉄、黄色三二酸化鉄、三二酸化鉄、黒酸化鉄、カーボンブラック、カル
ミン、β－カロテン、銅クロロフィル、食用青色１号、食用黄色４号、食用赤色２号、カ
ンゾウエキス等の着色剤、ウイキョウ油、ｄ－カンフル、ｄｌ－カンフル、ハッカ油、ｄ
－ボルネオール、ｌ－メントール等の清涼化剤、スペアミント油、チョウジ油、バニリン
、ベルガモット油、ラベンダー油等の香料などが挙げられる。
【００４６】
　本発明においては、支持体の少なくとも一方の面に、アクリル系共重合体を含む粘着剤
により、粘着剤層を形成して貼付剤とする。本発明の貼付剤は、シート状、フィルム状、
パッド状等の医療用又は衛生用貼付剤として提供することができ、絆創膏におけるガーゼ
の代替品や創傷被覆ドレッシングにおける不織布代替品など、皮膚の病変部位や創傷部位
の保護といった用途に用いることができる。また、本発明の貼付剤において、粘着剤層に
薬物を含有させて貼付製剤とすることができる。本発明の貼付製剤は、経皮吸収型製剤と
して提供されるものであり、マトリクス型貼付製剤、リザーバー型貼付製剤、パッチ型貼
付製剤等として提供され、特に、経皮吸収用テープ剤として提供される。なお、上記粘着
剤層は連続的に形成されたものに限定されず、例えば点状、ストライプ状等の規則的ある
いはランダムなパターンに形成された粘着剤層であってもよい。
【００４７】
　本発明の貼付剤および貼付製剤において用いる支持体としては、特に限定されない。支
持体としては、粘着剤層に含有される成分（例えば、薬物等の有効成分、添加剤）が支持
体を透過して背面から失われ、含有量の低下を起こすことのないもの、すなわち粘着剤層
含有成分を透過しない材質で構成されるものが好ましい。
【００４８】
　本発明の貼付剤および貼付製剤において用い得る支持体としては、ポリエチレンテレフ
タレート等のポリエステル樹脂；ナイロン等のポリアミド系樹脂；サラン（登録商標）、
ポリエチレン、ポリプロピレン、サーリン（登録商標）等のオレフィン系樹脂；エチレン
－酢酸ビニル共重合体、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン等のビニル系樹脂；エチレ
ン－アクリル酸エチル共重合体等のアクリル系樹脂；ポリテトラフルオロエチレン等のフ
ッ化炭素樹脂；金属箔などの単独フィルム、およびこれらのラミネートフィルムなどが挙
げられる。なお、支持体の厚さは、好ましくは１０μｍ～５００μｍ、さらに好ましくは
１０μｍ～２００μｍである。
【００４９】
　上記支持体は、好ましくは、上記材質からなる無孔シートと、多孔シートとのラミネー
トシートである。このような構成であれば、支持体と粘着剤層との間の接着性（投錨性）
を向上させることができる。この場合、多孔シート側に粘着剤層を形成することが好まし
い。上記多孔シートとしては、支持体と粘着剤層との間の投錨性を向上させるものであれ
ば特に限定されないが、例えば、紙、織布、不織布、機械的に穿孔処理したシートなどが
挙げられ、特に紙、織布、不織布が好ましい。多孔シートの厚さは、好ましくは１０μｍ
～５００μｍである。このような厚みであれば、投錨性が向上し、粘着剤層の柔軟性に優
れる。また、多孔シートとして織布や不織布を用いる場合、当該多孔シートの目付量は、
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好ましく５ｇ／ｍ２～３０ｇ／ｍ２、さらに好ましくは８ｇ／ｍ２～２０ｇ／ｍ２である
。投錨性が向上するからである。なお、支持体が上記ラミネートシートである場合には、
無孔シートの厚さは、好ましくは１μｍ～２５μｍである。
【００５０】
　上記支持体のうち、特に好適な支持体としては、１．５μｍ～６μｍ厚のポリエステル
フィルム（好ましくはポリエチレンテレフタレートフィルム）と、目付量８ｇ／ｍ２～２
０ｇ／ｍ２のポリエステル（好ましくは、ポリエチレンテレフタレート）製不織布との積
層フィルムである。
【００５１】
　本発明の貼付製剤において、粘着剤層に含有させる経皮的に投与可能な薬物は、所望の
目的によって適宜選択される。含有させ得る薬物の例としては、副腎皮質ステロイド剤、
非ステロイド性抗炎症剤、抗リウマチ剤、睡眠剤、抗精神病剤、抗うつ剤、気分安定剤、
精神刺激剤、抗不安剤、抗てんかん剤、片頭痛治療剤、パーキンソン病治療剤、脳循環・
代謝改善剤、抗認知症剤、自律神経作用剤、筋弛緩剤、降圧剤、利尿剤、血糖降下剤、高
脂血症治療剤、痛風治療剤、全身麻酔剤、局所麻酔剤、抗菌剤、抗真菌剤、抗ウイルス剤
、抗寄生虫剤、ビタミン剤、狭心症治療剤、血管拡張剤、抗不整脈剤、抗ヒスタミン剤、
メディエーター遊離抑制剤、ロイコトリエン拮抗剤、女性ホルモン剤、甲状腺ホルモン剤
、抗甲状腺剤、制吐剤、鎮暈剤、気管支拡張剤、鎮咳剤、去痰剤、禁煙補助剤などの種類
の薬物であって、経皮投与可能な薬物が挙げられる。なかでも、本発明の貼付製剤におい
ては、その粘着剤層を形成する粘着剤の特徴から、カルボキシル基を含有する粘着剤層中
で安定性が極端に低下してしまうような薬物を好適に含有させることができる。
【００５２】
　皮膚透過性の高い貼付製剤を得る観点から、本発明では、薬物として塩基性薬物を用い
ることが有利である。塩基性薬物とは、その分子中に塩基性基を有する薬物を意味する。
粘着剤層に、カルボキシル基を実質的に含有しないアクリル系共重合体を含む本発明の貼
付製剤では、塩基性薬物の塩基性基とカルボキシル基の反応により生じる、粘着剤層にお
ける塩基性薬物の移動阻害等を抑制することが可能となる。かかる観点から、塩基性薬物
としては、塩基性窒素原子を有する塩基性薬物が好ましく、第１級～第３級アミノ基を有
する薬物がより好ましい。
【００５３】
　本発明の貼付製剤における上記薬物の含有量は、薬物の種類や投与目的、患者の年齢、
性別、症状等に応じて適宜設定することができるが、通常粘着剤層に０．１重量％～４０
重量％、好ましくは０．５重量％～３０重量％程度含有させる。選択した薬剤によっても
異なるため一義的には言えないが、一般的に含有量が０．１重量％未満である場合には、
治療に有効な量の薬物の放出が期待できず、また、４０重量％を超えると治療効果に限界
が生じるとともに、経済的に不利である。
【００５４】
　本発明の貼付剤および貼付製剤の製造方法は特に限定されず、当分野で慣用されている
手法を用いることができる。次に、本発明の貼付製剤の一実施態様である経皮吸収テープ
製剤を例に具体的に説明する。まず、上記のアクリル系共重合体、有機液状成分等、薬物
の順で溶媒に溶解または分散させる。次いで、必要な場合には、上記溶液または分散液に
架橋剤を添加して、粘着剤層を形成する組成物を得る。これを、支持体の少なくとも一方
の面に塗布し、乾燥して粘着剤層を形成する。さらに、以下に述べる剥離ライナーを圧着
し、積層することもできる。また、架橋剤を添加した上記の溶液または分散液を剥離ライ
ナー上に塗布し、乾燥して剥離ライナーの表面に粘着剤層を形成させ、その後支持体を粘
着剤層上に圧着して貼り合わせることによっても製造することができる。
【００５５】
　上記剥離ライナーとしては、グラシン紙、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステ
ル、ポリエチレンテレフタレート、ポリスチレン、アルミフィルム、発泡ポリエチレンフ
ィルム又は発泡ポリプロピレンフィルム等、もしくはこれらから選ばれたものの積層物、
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さらにこれらにシリコーン加工したものや、エンボス加工を施したものなどが挙げられる
。該剥離ライナーの厚さは、好ましくは１０μｍ～２００μｍであり、さらに好ましくは
２５μｍ～１００μｍである。
【００５６】
　上記剥離ライナーとしては、バリアー性、価格の点からポリエステル（特に、ポリエチ
レンテレフタレート）樹脂製剥離ライナーが好ましい。さらに、この場合、取り扱い性の
点から、厚みは好ましくは２５μｍ～１００μｍ程度である。
【００５７】
　粘着剤層を形成する組成物の塗布は、例えば、グラビアロールコーター、リバースロー
ルコーター、キスロールコーター、ディップロールコーター、バーコーター、ナイフコー
ター、スプレーコーター等の慣用のコーターを用いて行うことができる。架橋反応の促進
、製造効率向上等の観点から、上記組成物の乾燥は加熱下で行うことが好ましい。該組成
物が塗布される支持体の種類にもよるが、乾燥温度は、例えば、約４０℃～約１５０℃で
ある。
【００５８】
　本発明の貼付剤および貼付製剤において、支持体の少なくとも一方の面に形成する粘着
剤層の厚さは、好ましくは１０μｍ～４００μｍであり、さらに好ましくは２０μｍ～２
００μｍであり、より好ましくは３０μｍ～１００μｍである。
【００５９】
　また上記したような方法で貼付剤や貼付製剤を製造した後、架橋反応を完了させるため
、また粘着剤層と支持体の投錨性を向上させる目的で、室温以上の温度でエージングを行
ってもよい。エージング温度は好ましくは２５℃～８０℃であり、さらに好ましくは４０
℃～７０℃である。
【００６０】
　次に、本発明について実施例により詳細に説明する。ただし、本発明はそれらに限定さ
れるものではない。
【実施例】
【００６１】
　［実施例１］貼付剤
　（１）冷却管、窒素ガス導入管、温度計、滴下漏斗および攪拌機を備えた反応容器に、
単量体（ａ）としてアクリル酸２－エチルヘキシル（以下「２－ＥＨＡ」と表すことがあ
る）７０重量部、単量体（ｂ）としてＮ－ヒドロキシエチルアクリルアミド（以下「ＨＥ
ＡＡ」と表すことがある）１０重量部、単量体（ｃ）としてＮ－ビニル－２－ピロリドン
（以下「Ｎ－ＶＰ」と表すことがある）２０重量部、および溶媒として酢酸エチル３３３
．３重量部を入れ、室温において窒素ガスバブリング（１００ｍＬ／分）を行いながら１
時間攪拌した。その後、反応容器の内容物を加熱し、６０℃に達した時点で、重合開始剤
として２，２’－アゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）０．２重量部を加えた。内容
物の温度を６０℃に保つよう制御し、窒素ガス流中で６時間重合を行わせ、次いで７６℃
に１５時間保持した。上記方式の溶液重合により、アクリル系共重合体（２－ＥＨＡ／Ｈ
ＥＡＡ／Ｎ－ＶＰ＝７０／１０／２０）の溶液を得た。
　（２）上記で得られたアクリル系共重合体溶液に、有機液状成分としてミリスチン酸イ
ソプロピル（ＩＰＭ）を、アクリル系共重合体１００重量部（固形分）あたり４２．９重
量部添加した。さらに、イソシアネート系架橋剤として、トリメチロールプロパンのヘキ
サメチレンジイソシアナート付加物（コロネートＨＬ）を、アクリル系共重合体１００重
量部（固形分）あたり、０．５重量部添加した。このようにして粘着剤層を形成する組成
物を調製した。
　（３）厚さ７５μｍのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム製剥離ライナー
の剥離面に、上記組成物をアプリケータで塗布し、１００℃で３分間乾燥して、粘着剤層
を形成した。次いで、上記粘着剤層に、支持体の不織布面を圧着して貼り合せ、貼付剤を
調製した。なお、支持体としては、厚さ２μｍのＰＥＴフィルムと、目付け量１４ｇ／ｍ
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２のＰＥＴ不織布の積層体を用いた。
【００６２】
　［実施例２］貼付剤
　単量体（ａ）としてアクリル酸２－エチルヘキシル５０重量部、単量体（ｂ）としてＮ
－ヒドロキシエチルアクリルアミド１０重量部、単量体（ｃ）としてＮ－ビニル－２－ピ
ロリドン４０重量部を用いた以外は、実施例１と同様にしてアクリル系共重合体（２－Ｅ
ＨＡ／ＨＥＡＡ／Ｎ－ＶＰ＝５０／１０／４０）を得た。該アクリル系共重合体を用いて
、実施例１と同様に粘着剤層を形成する組成物、次いで貼付剤を調製した。
【００６３】
　［比較例１］貼付剤
　実施例１において、単量体（ｂ）のＮ－ヒドロキシエチルアクルアミドの代わりに、ア
クリル酸ヒドロキシエチルエステル（以下「ＨＥＡ」と表すことがある）を使用してアク
リル系共重合体（２－ＥＨＡ／ＨＥＡ／Ｎ－ＶＰ＝７０／１０／２０）を得、該アクリル
系共重合体を用いて、実施例１と同様に粘着剤層を形成する組成物、次いで貼付剤を調製
した。
【００６４】
　［比較例２］貼付剤
　単量体（ａ）としてアクリル酸２－エチルヘキシル５０重量部、単量体（ｂ）としてＮ
－ヒドロキシエチルアクリルアミド３０重量部、単量体（ｃ）としてＮ－ビニル－２－ピ
ロリドン２０重量部を用い、溶媒としてイソプロピルアルコールを用いた以外は、実施例
１と同様にしてアクリル系共重合体（２－ＥＨＡ／ＨＥＡＡ／Ｎ－ＶＰ＝５０／３０／２
０）を得た。該アクリル系共重合体を用いて、架橋剤としてアルミキレート架橋剤（ＡＬ
ＣＨ）０．５重量部を用いた以外は実施例１と同様にして粘着剤層を形成する組成物、次
いで貼付剤を調製した。
【００６５】
　［比較例３］貼付剤
　単量体（ａ）としてアクリル酸２－エチルヘキシル７２重量部、単量体（ｂ）に代えて
アクリル酸（以下「ＡＡ」と表すことがある）３重量部、単量体（ｃ）としてＮ－ビニル
－２－ピロリドン２５重量部を用いた以外は、実施例１と同様にしてアクリル系共重合体
（２－ＥＨＡ／ＡＡ／Ｎ－ＶＰ＝７２／３／２５）を得た。該アクリル系共重合体を用い
て、実施例１と同様に粘着剤層を形成する組成物、次いで貼付剤を調製した。
【００６６】
　上記実施例１、２、および比較例１～３の貼付剤について、それぞれの粘着剤層のゲル
分率を求めた。また、各貼付剤について、粘着力、保持力、ボールタック値および定荷重
剥離力の測定、ならびにチューブ固定性試験を行った。なお、「保持力」は粘着剤の凝集
力の指標として測定し、「ボールタック値」は、貼付剤を皮膚へ貼付した当初に、支持体
の露出面に外部から荷重がかかった場合において、貼付剤が皮膚から脱落しにくいかどう
かの指標とした。また、「定荷重剥離力」は、貼付性の指標として測定した。上記評価は
、医療用チューブなどを固定する場合の固定力や、皮膚に貼付した場合の固定性などの代
替評価とされており、この評価結果が良好であるほど、医療用テープ等の貼付剤として優
れる。上記ゲル分率の測定方法、粘着力等の測定および評価方法、チューブ固定性試験の
方法について、次に示した。
【００６７】
　＜ゲル分率＞
　（１）実施例および比較例の各貼付剤を９ｃｍ２に裁断して試料とし、粘着剤層の重量
（Ｗ１）を測定した。次いで上記試料をテトラフルオロエチレン樹脂（ＰＴＦＥ）多孔質
膜（日東電工株式会社製、商品名「テミッシュ」）に貼り付け、１００ｍＬの酢酸エチル
に７２時間浸漬した。
　（２）試料を酢酸エチルから取り出し、乾燥して粘着剤層の重量（Ｗ２）を測定し、下
記式によってゲル分率を算出した。
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　　ゲル分率（％）＝（Ｗ２×１００）／（Ｗ１×Ａ／Ｂ）
　　式中、Ａ＝（アクリル系共重合体＋架橋剤）の重量、Ｂ＝（アクリル系共重合体＋可
塑剤＋架橋剤）の重量
【００６８】
　＜粘着力＞
　（１）実施例および比較例の各貼付剤を幅１２ｍｍにカットして、試験片を作製した。
被着体としては、アセトンを染み込ませたクリーンウェスで洗浄した清浄なベークライト
板を使用した。
　（２）上記の各試験片を、上記被着体に軽く貼り付け、試験片の上から２ｋｇのローラ
を２度転がして、上記被着体に圧着した。これを２３℃で３０分保存した。
　（３）２３℃、相対湿度６５％の測定環境下、引張試験機を用いて引張速度３００ｍｍ
／分、剥離角度１８０°の条件で剥離強度［Ｎ／１２ｍｍ］を測定した。
　（４）各試験片の粘着剤が充分な凝集力を有することを確認するため、剥離強度を測定
した後、被着体における糊残りの有無を観察した。
【００６９】
　＜保持力＞
　（１）実施例および比較例の各貼付剤を幅１０ｍｍ、長さ５０ｍｍのサイズにカットし
て試験片を作製した。被着体としては、アセトンを染み込ませたクリーンウェスで洗浄し
た清浄なベークライト板を使用した。
　（２）上記各試験片から剥離ライナーをはがし、２ｋｇのローラを一往復転がして、幅
１０ｍｍ、長さ２０ｍｍの接着面積で、上記被着体に圧着した。これを４０℃で２０分保
存した。
　（３）上記被着体を４０℃の環境下に垂下し、上記試験片の自由端に３００ｇの荷重を
付与して静置した。上記荷重を付与してから、試験片が被着体から落下するまでの時間を
計測した。
【００７０】
　＜ボールタック値＞
　（１）ボールタック値は、日本工業規格（ＪＩＳ）Ｚ０２３７に従って測定した。ただ
し、本試験においては、試料の都合上、実施例及び比較例の各貼付剤を幅５０ｍｍ×長さ
５０ｍｍに打ち抜いたものを試験片とした。
　（２）２３℃、相対湿度６５％の条件下に、試験片をその粘着面が露出されるように傾
斜角３０°の球転装置上に設置し、試験片と助走部との間に段差が生じないように固定し
た。次いで、試験片上を異なる球径のボールを転がし、５秒以上静止した際の最大球径（
ボールＮｏ．）を当該試験片のボールタック値とした。
【００７１】
　＜定荷重剥離力＞
　（１）実施例および比較例の各貼付剤を幅１２ｍｍ、長さ７０ｍｍのサイズにカットし
て試験片を作製した。被着体としては、アセトンを染み込ませたクリーンウェスで洗浄し
た清浄なベークライト板に、脱脂して平坦にしたコラーゲン膜を両面テープで貼付した板
を使用した。
　（２）上記試験片から剥離ライナーをはがし、２ｋｇのローラを一往復転がして、上記
被着体に圧着した。貼付した試験片の片側末端を２０ｍｍの長さで剥離し、剥離した試験
片の中心（末端から１０ｍｍの位置）に荷重吊り下げ用冶具を貼付した。該治具を折り線
として剥離した試験片を折り曲げ、粘着層同士を貼り合せた。これを２３℃で３０分保存
した後、被着体を地面と水平に、かつ、試験片が下側となるように測定装置にセットした
。上記試験片の荷重吊り下げ用治具に１５ｇの荷重を付与して、１時間後の移動距離を測
定し、移動速度［ｍｍ／分］を算出した。
【００７２】
　＜チューブ固定性試験＞
　（１）実施例および比較例の各貼付剤を、幅１２ｍｍ×長さ５５ｍｍに打ち抜いて、試
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料とした。直径５ｍｍ、肉厚１ｍｍ、長さ７０ｍｍのゴム製チューブをＵ字型に曲げ、そ
の２箇所を一枚の上記試料が横断するように覆いつつ、ボランティアパネラーの上腕部に
固定した。固定後、ゴム製チューブが皮膚から脱落するまでの時間を測定した。
　（２）ゴム製チューブが皮膚から脱落するまでの時間が８時間以上である場合は○、１
時間以上８時間未満である場合は△、１時間未満である場合は×として評価した。
【００７３】
　上記の測定および評価結果を表１に示す。
【００７４】
【表１】

【００７５】
　表１に示されるように、特定量の２－ＥＨＡおよびＨＥＡＡを含有する単量体成分から
得られたアクリル系共重合体を粘着剤層に含む実施例１および実施例２の貼付剤は、ＨＥ
ＡＡに代えてＨＥＡを含有する単量体成分から得られたアクリル系共重合体を粘着剤層に
含む比較例１の貼付剤、またはＨＥＡＡの含有量が多い単量体成分から得られたアクリル
系共重合体を粘着剤層に含む比較例２の貼付剤に比べて、粘着力、保持力、ボールタック
値が高く、定荷重剥離力、チューブ固定性も優れていた。これらの特性は、ＡＡを３重量
部含有する単量体成分から得られたアクリル系共重合体を粘着剤層に含む比較例３の貼付
剤に近いものであった。
【００７６】
　［実施例３］貼付製剤
　（１）実施例１の貼付剤の調製に用いたアクリル系共重合体溶液に、薬物としてプラミ
ペキソールを、アクリル系共重合体１００重量部（固形分）あたり５．３重量部添加した
。さらに、有機液状成分としてパルミチン酸イソプロピル（ＩＰＰ）を、アクリル系共重
合体１００重量部（固形分）あたり７２．７重量部添加し、粘着剤層を形成する組成物を
調製した。なお、プラミペキソールは、下記式（ＩＩＩ）の通り、その分子中に第１級ア
ミノ基と第２級アミノ基を一つずつ有する。
【００７７】

【化３】

【００７８】
　（２）厚さ７５μｍのポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム製剥離ライナー
の剥離面に、上記粘着剤層を形成する組成物をアプリケータで塗布し、８０℃で５分間乾
燥した後、支持体として、厚さ２５μｍのＰＥＴフィルムを圧着し、貼り合せた。このよ
うにして、貼付製剤を調製した（非架橋）。
【００７９】
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　［比較例４］貼付製剤
　（１）不活性ガス雰囲気下、アクリル酸２－エチルへキシル７２重量部、Ｎ－ビニル－
２－ピロリドン２５重量部、アクリル酸３重量部およびアゾビスイソブチロニトリル０．
２重量部を酢酸エチルに添加、混合し、６０℃にて溶液重合させて、アクリル系共重合体
（２－ＥＨＡ／ＡＡ／Ｎ－ＶＰ＝７２／３／２５）溶液（固形分：２８重量％）を得た。
　（２）上記アクリル系共重合体溶液を用いて、実施例３と同様に、薬物としてプラミペ
キソールを含有する貼付製剤を調製した（非架橋）。
【００８０】
　＜薬物透過性評価＞
　実施例３および比較例４の貼付製剤について、薬物透過性の評価を行った。すなわち、
ヘアレスマウス摘出皮膚を縦型拡散セルに装着し、ドナーセルには上記の各貼付製剤を、
レシーバーセルには生理食塩液を適用し、所定時間毎にレシーバー液の一部を採取して、
透過したプラミペキソール量を高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）により定量した
。ＨＰＬＣは、次の条件で行った。
　（ＨＰＬＣ測定条件）
　カラム：ＴＳＫ－ｇｅｌ　ＯＤＳ－８０Ｔｓ　ＱＡ（５μｍ、１５０×４．６ｍｍＩ．
Ｄ．；ＴＯＳＯＨ）
　移動相：１％トリエチルアミン水溶液（ｐＨ７．０）／メタノール（８０：２０）
　カラム温度：４０℃
　流速：０．７ｍＬ／分
　検出器：紫外吸光光度計（測定波長２６２ｎｍ）
【００８１】
　薬物透過性の評価結果を図１に示す。図１より明らかなように、実施例３の貼付製剤に
おいては、プラミペキソールが十分に皮膚を透過することが認められた。これに対して、
ＡＡを３重量部含有する単量体成分から得られたアクリル系共重合体を粘着剤層に含む比
較例４の貼付製剤においては、プラミペキソールの皮膚透過性は悪く、４８時間後の累積
透過量は、実施例３の貼付製剤の場合の約１／２であった。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　上述したように、本発明は、十分な凝集力を有し、剥離時に糊残りを生じることなく、
かつ皮膚への接着性が良好で、皮膚に対する刺激が少なく、ソフトな貼付感を有するとと
もに、薬物等を含有させた場合に、その変性等を抑制することができる貼付剤および貼付
製剤を提供するものである。従って、本発明の貼付剤および貼付製剤は、皮膚の保護、薬
物の経皮投与等の目的に特に適するものである。
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